
2018.2 vol.1

衆議院議員  中曽根康隆の
情報をお届けします

創刊号

やすたか通信

asutaka
akasone

昨年10月22日に行われた第48回衆議院総選挙において

初当選をさせて頂きました。

多くの皆さまに支えられながら

政治家としてのスタートを切ることができました事、

改めまして心から感謝申し上げます。

11月1日からは私にとって初めての特別国会が始まり、

緊張しながらも誇りをもち

国会議員としての務めを果たすべく

努力をしてまいりました。

国会では外務委員会、法務委員会、

東日本大震災復興特別委員会に所属し、

自民党では青年局次長などの要職を拝命いたしました。

年明けの1月は地元において様々な新年会にお招きいただき、

皆さまから多くの現場の声を伺い勉強をする事ができました。

この「声」をしっかりと法律、予算に反映できるよう、

1月22日から始まった

第196回通常国会にて奮闘しております。

少子高齢化、逼迫した財政、不安定な安全保障環境等々、

いま日本の抱える課題は非常に深刻かつ多岐にわたり、

今を生きる我々がこれから生まれてくる将来世代に対して

「何を残すか」が問われています。

今後も皆様のご指導、ご支援を宜しくお願いいたします。
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